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奥
?
La maison de rendez-vous (1965)1lは AlainRobbe-Grilletの第五作目
の小説作品である。この作品には，女のストリップ，麻薬取引，如何わし
いパーティ，そのパーティヘの官憲の閲入，スパイ小説風の追跡や尾行，
殺人などが描かれており， これまでの作品に較べると，大衆娯楽小説的な
雰囲気が漉厚である。また，前諸作に見られたような，短かくぶつ切りの
文章による圧倒的な描写の積み重ねに対して， この作品においては，かな
．． 
り息の長い文章と，所々に語りが導入されており，少なくとも文字を追う
という点では，幾分読み易くなっている。そうすると， あたかも Robbe-
Grilletがこれまでの革新的な作風を捨てて， 安易な方向へと転向したか
のように思われるが，決してそうではない。というのも，その反面， この
作品において，時間や空間に関わる統一性の消滅や，登場人物の同一性の
破棄は，前諸作よりもむしろ一層著しく認められると言ってよく，物語か
らはあらゆる固定的な意味が取り去られていて，作品中には常にその場か
ぎりで仮定的な物語しか見出すことができないからである。
そして，又，形態的な問題として特に注目されることは， Robbe-Grillet
がこの作品において，始めてくje► を本格的に使用している事である。
Robbe-Grilletは第三作 Lajalousie (1957)2l において，「<je► の登場し
ない一人称」3)とでも呼ぶべき奇妙な人称を使用した。 それは， 作者独特
1) Alain Robbe-Grillet, La maison de rendez-vous, 
Les editions de minuit, 1965 
2) Alain Robbe-Grillet, La jalousie, 
Les editions de minuit, 1957 
3) La jalousieは，作品全体が描写の集積によって成立している。それらの描写に
は，いつも一つのまなざしが感じられるが，そのまなざしは，女主人公A-・ と近隣
に住む農園主 Franckとの接近に嫉妬をいだ<A…の夫のまなざしである， とい
う説が一般的である。ただ．その描写の主は，作品内に明白なやりかたによっては
決して姿を見せず，読者には，彼のまなざしが始終感じられるだけである。
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の描写と時間に関わる技法の一つの論理的帰結であり，作品は，内的映像
を対象とした一種のレアリテの探究として，大変成功したものであった。
以後第四作 Dansle labyrinthe (1959)4>において，作品の冒頭と終りに
<je► あるいは <moi► が記されている訳だが， この Lamaison de 
rendez-vousにおいては，それとも異なり，一見したところ， 普通の一人
称小説となんら変わらぬほどに，作品全体にわたってくje► が散在する
のである。
La jalousie における特異な内的映像の世界の構造において， <je► の
不在，すなわち作品のまん中に穿たれた空白が，非常に重要な働きをして
いる事は大変明白な事と思われる。にもかかわらず， この Lamaison de 
rendez-vous においてくje► を復活させたのは一体どういう事なのか。
Robbe-Grilletは彼の内的映像の世界の探究を放棄しようとしたのか， ぁ
るいは逆に，探究の発展に伴い，特別なやりかたでくje► を作品内に導入
したのか。結論はもちろん後者の方になるわけだが，以上の問題を，作品
内に描かれた世界と奇妙なくje►=narrateurの設定に焦点をあわせて考
察したく思われるのである。
I. カオスの世界とその成り立ち
La maison de rendez-vousの世界は，いろいろな場面が一見したとこ
ろ大変アトランダムに配置され，それらの場面の多少なりとも異なる諸場
面のさまざまな配列のなかに，突如として新しい事件や関係がうちたてら
れ，またうちたてられたかに見える諸事件や諸関係は，そうすることによ
って生じる矛盾などおかまいなしに，急にまた別の展開が行なわれ，我々
読者はそこに統一的で固定的な物語を決して見出す事ができないような，
そんな世界である。 Rodde-Grillet風に述べるなら5),既製の <contenu>
4) Alain Robbe-Grillet, Dans le lahyrinthe, 
Les姐itionsde minuit, 1959 
5) Alain Robbe-Grillet, Pour un nouveau roman, 
Les editions de minuit, 1963 
特に pp.45~ 67くNature,humanisme, tragedie) 
pp. 113~121 {Nouveau roman, homme nouveau) 
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なるものは存在せず，物語はあくまで仮定として書物の表層にとどまろう
とし，かくして我々は，一種カオスのごとき世界に投げ込まれることにな
るわけである。
Robbe-Grilletの代表的研究家の一人である BruceMorrissetteは，
Robbe-Grilletのそれぞれの作品の中に，常に，仮定的な一つのストーリー
を見出すことから始めて，個々の作品を論じているが6)'この作品について
は叫それは不可能であったようで，氏は， <SirRalph► Johnson, Lady 
Ava, Edouard Manneret, という三人の登場人物の活動を要約するにとど
めている。そこで，作品の内容の簡単な紹介を目的として，我々も我々な
りに， これら三人の登場人物の紹介を行うことにしよう。
Johnsonは， この小説では一番主人公らしい人物である。<SirRalph►, 
<Americain►, <Jonestone► などという名前は，総じて，この Johnson
を指すものと思われる。彼は，物語の舞台となる香港に住みついた男，ぁ
るいはそこのホテルに一時宿泊中の男であり，アメリカ人，またはボルト
ガル人であり，麻薬の栽培や少女売買などをしている男かもしれない。ま
た，作品内でしばしば描かれる場面であるが， カウンターに腰をかけて，
あるいはまた LadyAvaの館の小劇場のソファに腰を降して，赤ら顔の
太った男の話に耳を煩けている人物であるように見え，また時には Lady
Avaの館 VillaBleueの庭園にある彫像群の作者でもあるらしいのであ
る。そして後に， VillaBleueのおかかえの高級娼婦 Lauren(Lauraine, 
Laureenなどとも呼ばれる）が，彼と共に香港を脱出する代償として要求
した多額の金をつくるために，彼は夜の街を走りまわることになる。
Lady Ava (Eva, Eva Bergman, Eveなどとも呼ばれる）は，おそら
ヘロイン
くヒロインといってよい人物である。ヒロインであるだけに麻薬と関わり
があり， 麻薬を Manneretのもとから取り寄せて， 自分の部屋の隠し戸
6) Bruce Morrissette, Les romans de Rohhe-Grillet 
Les editions de minuit, 1963 
7) Ibid., p. 239~261, Chapitre VIII但asqueset metamorphoses du narrateur: 
L a maison de rendez-vous► 
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棚の中に隠す人物である。彼女は自分の館 VillaBleueで， 夜しばしば
パーティを開催しており，そこに Johnsonが通い，彼に Laurenを紹介
するのも彼女である。彼女の館の中にある小劇場では， 少々サディステ
ィックな色づけがされた如何わしいショーが上演されたりするが，彼女は
寸劇の中に登場する女優でもあり，ある時は厚化粧で年令不詳の，またあ
る時は疲れて年老いた女にもなり，最後には，高級娼家の主人でもなく，
香港に行ったことすらなく，単にベッドの上で死にかけているだけの Ja-
cquelineという名の女になる。
Edouard Manneret は一番神秘的な雰囲気を持った人物である。 とい
うのも，彼が作品内に始めに登場するのは，カウンターに腰をかけて話に
耽る赤ら顔の男や， LadyAvaによる彼自身の死亡報告によってなのであ
るのだから。彼の死はまた， Villa Bleueで上演される寸劇のテーマにも
なっている。彼は，部屋の中にこもって物（おそらくこの作品そのもの）
を書いている人物であり，麻薬や如何わしい犯罪の元締めでもあり，部屋
までやって来た LadyAvaの使いの侍女に麻薬実験を行い， 金を借り
に来た Johnsonを自分の息子とまちがえ， あるいはまちがったふりをし
て Johnsonを追い返したりする。また彼は， LadyAvaの肖像の作者の
一人でもあるが， 最後には Johnsonや侍女や刑事によって，向祉i殺さ
れることになる。
このように，作品の中ではたいへんその場かぎりで，なんら深い意味を
持つことのない物語が，以上見たような作中人物の同一性及びその活動の
統一性の不在と，それに加えて，時間や空間のほとんど無秩序とも思われ
る配列のうちに展開するのである。
従って作品は，いわばカオスを作品化したようなものになる。ただ，そ
うはいうものの，ここで確認しておきたいことは，カオスそのものと，そ
れを作品化したものとは決して同じものではない， ということである。カ
オスなどというものは，そのままでは絶対に作品にはならないのであって，
作品化されたカオスの中には必ずそれなりの秩序というものが存在するは
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ずである。そして， この作品の基礎を支える秩序とは， 前作 Dansle la-
byrintheのそれによく似た，いわば一種の純粋な想像の連鎖の秩序8)とで
もいうべきものなのである。
ここで，具体的な検証が必要となるわけであるが，そのために作品の冒
頭の部分を調べたく思われる。というのも，少なくとも作品全体はその上
に成り立っているのだから，それが一番有効なことに思われるからである。
まず， <:je► すなわち話者は，
La chair des femmes a toujours occupe, sans doute, une grande place 
dans mes reves.0> 
という，何やら Proustを初彿とさせるような文句から語り始める。第一
のパラグラフでは，物語の材料のようなものが提示されているようである。
うなじ
すなわちーーサンダルの紐を留めるために屈んでいる女の項の， しなやか
な肌とブロンドの巻毛。香港の女が着ている立襟で体にフィットし腿まで
スリットの入った服。その服を引き裂くという脱衣の強い願望。ショーウ
インドーの中に飾られている革の鞭。女のマネキン人形。靴下留めや香水
などの広告。湿った半開きの唇。鉄のブレスレット。犬の首輪など。そし
て，庭園，宮殿，輪と鎖につながれて拷問をうける美女一ーなどの記述で
ある。
次のパラゲラフでは，今度は踊る女のイマージュが登場する。肩をあら
わにし，振り向きぎまに乳房の付け根を見せて，細かな規則に従いつつ踊
うなじ うなじ
る女は，彼女のパートナーの前で反転し，肩と項を見せる。項が見えたと
たんに次のパラグラフヘと移り，そこでは，またサンダルを留める女が描
かれるが，今度は前よりも幾分具体的な場景となっていて，その女は長椅
子に腰を降している。そこへ急に，香港旅行の話をする赤ら顔の男とその
聞き手である黒いスモーキングを着た男が登場する。従って，次のパラグ
8) 拙著， 「『迷路の中で』における迷路について」， 関西大学大学院文学研究科院生
協議会発行，千里山文学論集第21号，昭和54年3月，参照。
9) La maison de rendez-vous, p. 1 
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ラフは香港の話から始まることになる。チャイナドレスを着た女が香港の
街を散策中であり，彼女はショーウインドーの前で，ハィヒールの先端だ
けを地面につけて，歩く姿勢のまま凝固したように立っている。ショーウ
ィンドーの中には，その女と全く同じ姿勢をした女のマネキン人形が，編
み革の綱につながれた黒い大きな犬を連れて立っている。この剥製の犬の
描写は，犬の後ろ足から女主人の右足へと移行するが，女主人の足はハイ
ヒールを穿いていて， ここで，サンダルのイマージュとチャイナドレスの
女のイマージュが合ーするに至る。そして，その次に描かれるのが，既出
の脱衣と拷問と規則に従った踊りと踊る女の反転のイマージュが混合され
た，次のような記述なのである。
Un peu plus haut, la soie blanche de la jupe est fendue lateralement 
(..). Au-dessus, grace a un discret systeme a glissiere, (…）， la robe 
doit s'ouvrir entierement jusqu'a l'aisele, d'un seul coup, sur la chair 
nue. Le corps souple se tord, (…）， pour essayer de se liberer des 
minces liens de cuir qui enserrent les chevilles et les poignets; mais 
c'est en vain, naturellement. (…）； torse et membres obeissent a des 
regles si strictes, si contraignantes, que la danseuse parait maintenant 
tout a fait immobile, (…） . Et tout a coup, sur un ordre muet de son 
cavalier, ele se retourne en une volte-face (…） .10) 
このように， L a maison de rendez-vousは諸々のイマージュやテーマの
rendez-vousの場でもあるわけだ。物語を想像する人物の頭の中で， それ
らのイマージュやテーマが結合しあい，それらのぶつかり合いの中に，一
つの物語が発生する。とはいえ，要は組合せの問題なので，物語の生ずる
可能性は無限にあり，従って発生した一つの物語も決して完全な統一性を. . . 
持つには至らず，いわば宙づりのままにとどまり，あるいは破壊され，ま
た次に新しい物語が同じく宙づり状態に発生することになる。つまり，作
品内のイマージュやテーマの展開は，例えてみれば，いわば万華鏡の中の
10) Ibid., p. 15 
37 
色とりどりの石やプラスチックのかけらの結びつきのようなものなのであ
る。
また， さらに， JeanRicardouは， この作品の中に，主として登場人物． 
の名前について， RaymondRoussel風の地口のようなものを幾つも指摘
している。
Jonestone, precisement, nom de sculpteur, evoque la pierre; Edouard 
M. et Marchand, noms d'artistes, accueillent art en leur prononciation; 
Marchand negocie, et c'est pourquoi. sans doute, son proche Tchang 
est un intermediaire. Johnson, comprenant l'anglais son, est pris par 
Manneret pour son fils ; (…) Sir Ralph est implique dans une sorte de 
rafle.m 
Personnage : Lady Ava, cette vieille Jacqueline est ouvertement celle 
qui perd-son-age. Heroine: c'est la drogue (…） . Heros: c'est Eros, 
avec l'insistente kyrielle des deshabillages.12' 
以上のように，少々端折って考察したが，この作品の一見支離滅裂な記
述や物語の展開の基盤となる秩序とは，イマージュの水準においても，言
葉の水準においても，想像力の一種不条理な連鎖の秩序であり，作品に描
かれたカオスの世界は，想像力の世界が本来そうであるところの，カオス
の世界なのである。
I. 想像力の世界の自立化
さて，ここまでなら， Lamaison de rendez-vousは前作Dansle labyrinthe 
とほとんど変わらないことになる。ところが実は，我々がこれから考えよ． 
うとしている想像力の世界の自立化と，それを可能にした奇妙な語りの構
造の中に，この作品の試みにおける一つの新しさが存在すると思われるの
である。
11) Jean Ricardou, Pour une theorie du nouveau roman, 
Les editions du seuil, p. 239 
12) Ibid., p. 240 
38 
ここで少し， Dansle labyrintheの作品構成を手短かに述べておきたい。
Dans le labyrintheは表面的には，一人の兵士の物語である。ある戦闘に
敗れて，舞台となる街にやってきた兵士は，戦死した友人に託された箱を，
受け取り人に渡さなければならない。彼はその受取り人とこの街の一角で
待ちあわせたのだが，正確な場所がわからず，兵士は迷路のような街路を
街裡することになる。そして，最後に，ひょんなことから敵に撃たれて，
彼は無為のうちに死亡する。ところが， このような兵士の物語は，室内に
閉じ籠り，その中を歩きまわったり室内の道具類を眺めたりしている一人
の人物によって想像された，架空の物語なのである。従って， Dansle la-
byrinthe の本当のテーマは，室内にいる話者 <je► の想像力の展開そのも
のにある， ということになる。
そこで， このような構成から生み出される想像力の世界の性質を， もう
少し考えておく必要がある。まず，物語の材料を提供するのは，話者が現
にそこにいる室内の道具類の描写であり，物語はその室内の描写から出発
する。しかし，出発するとはいっても，ただ無闇に遠去かっていくのでは
なく， 物語は何度も何度もこの室内の描写へと戻ってくる。 そうすると，
Dans le labyrintheの世界は，想像力の世界であるとはいえ，そこでは結
局，現実のデフォルマションが問題となる。この想像力の世界は，常に現
実，つまり室内の描写，に依存しているからである。
さて， Lamaison de rendez-vousにおいては，想像力の世界が， 現実の
デフォルマションに帰することなく，純粋に想像力の世界として自立し得
るための， さまざまな配慮が成されている。問題を一つづつ検討して行き
たい。
この作品の世界の素材を提供しているのは，現実の世界ではなく，フィ
クションの世界である。 J.AlterもB.MorrissetteもJ.Ricardouも，だ
れしも指摘している 13)ところであるが，作品中の次のような記述に注意す
13)• Jean Alter, La vision du monde d'Alain Robbe-Grillet, 
Droz, 1966, pp. 66~67 
• Bruce Morrissette, op. cit., pp. 251~252 
• Jean Ricardou, op. cit., p. 239 
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る必要がある。ある時， VillaBleueの中の情景が描かれた後，急に場面
が変って，小劇場の舞台の上に配置された，くL'Appat>と題される余興
のための小道具が描かれるが，問題となる記述がそこにある。
Cependant, i ne s'agit pas ici d'un tigre mais de l'un des grands 
chiens noirs de la maison, rendu plus gigantesque (..), a cause de la 
petite taile de la jeune metisse qui tient le role de la victime. (..). 
L'homme qui joue le chasseur n'a pas de bicyclette, (..), mais i tient 
a la main une grosse laisse de cuir tresse; (..). La bicyclette a done 
disparu, (…） . Et i n'y a plus de jardin, ni jalousies, ni lourds rideaux 
(..). I ne reste a present que des debris epars.w 
この記述の中に， Robbe-Grilletの前諸作と共通したイマージュを見出す
ことは，困難なことではない。 Levoyeur16'の中でも主人公 Mathiasは自
転車に乗って時計の行商を行い，少女を強姦殺人する。 L'immortelle18>に
は犬が登場し， L'an戒ederniere a marienbad11>には庭園が描かれている。
第三作の表題そのものの<jalousies>。Dansle labyrintheで，話者がい
る部屋の窓にかかった，厚ぽったいカーテン。そして LesGommesmの主
人公Wallasは，運河のよどんだ水面に浮く散らばったくずの中に，何ら
かの形を想定しようとする。
前諸作と共通したイマージュや活動は，このような記述に見られるばか
りでなく，さらに作品中のあちこちに認められるが，それは }.Alterが詳し
14) La maison de rendez-vous, p. 31~32 
15) Alain Robbe-Grillet, Le voyeur 
Les editions de minuit, 1955 
16) Alain Robbe-Grillet, L'immortelle 
Les editions de rninuit, 1963 
17) Alain Robbe-Grillet, L'annee derniere a Marienhad 
Les editions de rninuit, 1961 
18) Alain Robbe-Grillet, Les gommes 
Les editions de rninuit, 1953 
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く指摘している 19)ので， もうこれ以上触れない。要するに， Lamaisonde 
rendez-vousの中に見られる諸々のイマージュやテーマの多くは， 結局，
フィクションの世界からの借りものなのである。そしてまた，単にフィク
ションの世界からの借りものというのではなく，借りてきた場所が Robbe-
Grillet自身の作品であるということも問題であろう。彼の作品は，程度の
差こそあれ，結局は想像力の世界の物語であり，そこに描かれるイマージ
ュは，常に曖昧模糊として，決して決定的で深い一つの意味を持つには至
らないからである。
かくて，物語は架空のイマージュを材料として出発することになるわけ
だが，次にはその物語が戻ってくる場所が問題となる。この作品にもその
ような場所は，確かに認められるが，ただそれは， Dans le labyrintheの
場合のように，室内の描写ただ一つというわけではなく，いくつも存在す
るようである。たとえば， LadyAvaのサロン，赤ら顔の太った男が話し
相手に向って話をし続けている場面，小劇場で上演される劇，庭園の彫像
群などがそれである。そこで，物語が何度も戻ってくるこのような場所の
性質を見るために，作品の70ページあたりから数ページほどを読んでみる
ことにする。
70ページの半ばあたりで，Kimという名の侍女が階段を登り， Manneret
の住む部屋の中へ入って行く。そこで，室内での二人のありさまが，違っ
た風に続けて五通り描かれる。それらのうちの一つは，侍女がエロチック
な姿勢で長椅子に横たわっているというものであり，五番目のものは，今
度は Manneretが床に横たわっているというものである。この五番目の描
写の終りで，急に目ざまし時計が鳥る。その音によって，劇の終りを知ら
された観客は一斉に拍手をし（寸劇）， みんなは LadyAvaの館の大広間
へ出て行き (LadyAvaのサロン）， LadyAvaは<:je;>に向って「シャ
ンパンいかが？」と声をかける。次の場面への転換は，この「シャンパン」
という言葉を軸にして行なわれる。赤ら顔の男は，ボーイの差し出すシャ
19) Jean Alter, op. cit., pp. 66~67 
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ンパンを受け取ろうとして手を伸すが，話に急に熱が入ったために，自分
の挙動の理由すら忘れて，差し出した手を，動作の途中で中断したままに
する（赤ら顔の男の場面）。 さて， 差し出されたままになっている彼の手
には指輪が嵌められていて（指輪の絵）， その指輪には， ェロチックな姿
勢で長椅子に横たわる女が描かれており，記述は再び Manneretの部屋へ
戻る。
物語が戻ってくる場所は（ ）内にそれぞれ記しておいたが，以上の例
に見られるように， こういう物語の立ち戻りも， Dans le labyrintheと較
べてみればかなり違っている。 Lamaison de rendez-vousにおいては， そ
れは， Dans le labyrintheの中で行なわれるような， 固定的で確固とした
．単一の描写への物語の立ち戻り，あるいは回帰，ではなく，物語が単にそ
の進行につれて，かなり固定的ではあるが単ーではないいくつかの場面を，
誘発的に浮びあがらせるという，物語の諸々の場面へのさまざまな還元に
すぎないようである。ただ，作品全体を通して見ると，赤ら顔の男が話を
する場面などは，物語が本当に立ち戻る場所であるような印象を受けるが，
それもまた，場面転換の連鎖の中に組み込まれて， Dans le labyrintheに
おける室内の描写ほどの現実性の重みを持ってはいない。
従って， Lamaison de rendez・ ツOUSにおいて，物語が何度も還元される
場所とは，想像を行っている人物の頭の中の，あちらこちらに浮び上った，
イマージュの群島のような場所なのである。かくして，架空のイマージュ
を材料として出発した物語は，架空のイマージュの群島の中をさまようこ
とになる。
最後に，作品全体を想像している人物が，一体どこにいるのかという，
話者の居場所の設定の問題も触れておきたい。
ぬし
Dans le labyrintheにおいては，作品全体の想像の主， すなわち話者は，
作品中で室内に居て，その中で，物を書いたり歩きまわったりしていた。
そこで，この作品の中にもそのような人物がいるのかというと，実はいる
のである。それは，気違いの老王BorisとManneretである。
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Yentends le vieux roi fou qui arpente le long couloir, a l'etage au-
dessus. I cherche quelque chose, dans ses souvenirs, (..).20> 
Elle (Lady Ava) demande si l'on ne pourrait pas faire moins de 
tapage, au-dessus de sa chambre. Elle entend des bruits de canne. 
（…）．くC'estle vieux roi Boris, dit-ele, qui se balance sur son ferry-
boat…)21) 
L'acteur qui tient le role de Manneret est assis dans son fauteuil, a 
sa table de travail. I ecrit. I ecrit que la servante eurasienne 
1 traverse alors le cerc esans rien vo1r (…） .2) 
あまり数多く登場しないBorisについては二例，何度も登場するManneret
については一例挙げておいた。ただ， Manneretについての引用の中に登
場するのは， Manneret自身ではなく， Manneretを演ずる役者となって
いるが， これについては大した問題はない。物語は想像力の世界のもので
あり，いずれにしても贋の人物達の活躍する贋の物語なのだから，役者の
演ずる Manneretも，次の瞬間には，すぐ Manneret自身になってしま
うのだ。
さて， Borisは，ある瞬閻，物語そのものを想像しているかのように思
われる人物であり，また， Manneretが室内で書いているものは作品中に
描かれている一つの場面そのものなのである。それでは， この二人が物語
ぬし
の想像の主なのかというと，そうは言い切れない。二人もいるわけだし，
第一に彼等は何よりも作中人物なのである。そこで，作中人物たちが想像
ぬし ぬし
の主の機能を持っていることになる。つまり，想像の主の活動が作中人物
に反映しているのである。
この作品についても，作品の裏に，ちょうど Dansle labyrintheの話者
のように，室内に居て，机に向ったり，椅子に坐ったり，歩きまわったり
20) La maison de rende,:-vous, p. 32 
21) Ibid., pp. 208~209 
2) Ibid., p. 6 
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ぬし
している想像の主がいると考える事は，それほど無理なことではない。部
屋の中を音をたてて歩きまわったり， ロッキングチェアーをゆすったりし
ている Boris。机に坐って物を書いている Manneret。狭い階段を登った所
にあり，一晩中明りの灯っている Manneretの部屋。 LadyAvaの館の侍
女が，仲買人 Tchangのもとへ使い走りに行き，その中を逃げまわること
になる，階段と扉だらけの迷路のような建物。 Johnsonが乗り込むフェリ
ーボートや人力車の座席。これらのすべてではないにしても，大部分は，
ぬし
想像の主のいる場所の場景や彼の活動の反映であると考えられないだろう
か。
もちろん断定するつもりはない。 というのも， それらはみな， Dans le 
labyrintheを主とした諸作品から，単に借用してきただけのテーマにすぎ
ないかもしれないからである。実際 Borisなどは， Robbe-Grilletの処女
作 Unregicide23)の登場人物の名前なのであるから。しかし，今述べたい
ことは，室内で書きものをしている Manneretや階段だらけの建てものの
イマージュなどが， Dans le labyrintheから借りてきたテーマであるとし
ても，作品全体を考えてみて，それらが単なる借用テーマ以上の価値を持
っているのではないか， ということである。そして，そうだとすれば， こ
のLamaison de rendez-vousにおいては， 現実から想像力の世界が発生
するのではなくて，逆に，まず想像力の世界があって，そこに現実が反映
することになるわけだ。
III. 二重化した話者とさまざまな pseudo-narateurs
さて，そのような想像力の世界の自立化を可能にするために，必要不可
欠なものが，話者の二重化である。というのも，室内にいる人物が，その
まま完全に話者となるなら，次の瞬間，彼は自分のいる室内の場景を描か
なければならなくなるからである。この作品において，話者の二重化が行
なわれていることは，作品の冒頭に付された，二つの相矛盾する緒言の中
23) Alain Robbe-Grillet, Un regicide 
Les editions de minuit, 1978 
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に記されている。
L'auteur tient a preciser que ce roman ne peut, en aucune maniere, 
etre considere comme un document sur la vie dans le territoire anglais 
de Hong-Kong. (…） .24) 
Si quelque lecteur, habitue des escales d'Extreme-Orient, venait a 
penser que les lieux decrits ici ne sont pas conformes a larealite, 
!'auteur, qui y a lui-meme passe la plus grande partie de sa vie, lui 
conseillerait d'y revenir voir et de regarder mieux : (…） .2s> 
両者共，書いている人物は!'auteurであると称しているのだが， しかし，
一方は作品に描かれた香港は架空のものであると主張し，他方は，自分は
香港に長い間住んでいたのだと言って，作品の中に描かれた香港の信憑性
を主張するのである。これらの緒言は大変謎めいて書かれているので，そ
の矛盾を無理に解決しようとすると，かえって一層意味不明になってしま
うが，そこから読み取るべきこととは，要するに，同じ一人の作者が，作
品の内部と外部に同時に存在している， ということなのである。
多少の語弊があるかもしれないが， この二重化構造を卑近なものとして
理解させるような言葉があるとすれば，それはおそらく身はあれども心こ
こにあらず， という言葉であろう。つまり，いわば，身体は現実の世界に
あるわけだが， しかし心の方は想像の世界の住人となってしまっているの
である。従って，緒言の最初のものが身体によるもの，二番目のものが心
によるもの， と言えるかもしれない。少し， くだけた言い方に過ぎるかも
しれないが。そして，物語のより直接的な話者となるのは，想像力の世界
に遊ぶ方の !'auteurなのである。 I章まで， 我々はこの両者の混合体を
ぬし
指して，物語の想像の主，などという妙な呼び方をしていたわけであるが，
以後，作品の外部にいる方を作者，内部にいる方を話者， とするのがより
適切であろう。その作者が， Robbe-Grillet自身であっても， もちろんか
24) La maison de rendez-vous, p. 7 
25) Ibid., p. 9 
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まわない。
以上のようなわけであるから，二番目の緒言にある言葉をあまりに重視
して，話者は香港旅行の話をする赤ら顔の太った男なのである， と断じて
しまってはならない。確かに，時としてそのように思われる時もあるのだ
が，そうだとすれば．作品は経験に基づく話の，歪曲の物語に帰してしま
うことになる。 そしてまた， 実際， 程度の差こそあれ， この人物以外に
も，その人物こそが話者か， と思われるような登場人物は大勢いるのだ。
Manneret, Boris, 赤ら顔の男の話を小耳にはさむ人物， Johnson,掃除夫，
及び Marchand(たぶん Marchatをさす）など。 Manneret,Borisにつ
いては，本論のI章に挙げた通りである。次の，赤ら顔の男の話を小耳に
はさむ人物は， そのような行動からしても， 最も可能性が強い。 Johnson
は警官の職務質問に対してくJesuis arrive a laVilla Bleue vers neuf 
heures dix, …>26)という， 23ページでくje>,が語るのと同じ言葉を使い，
また， ,<je>,と同じように人力車に乗る。掃除夫が拾い読みする中国のグ
ラフ紙には， VillaBleueのサロンや，侍女に対して Manneretが行う麻
薬実験の場面と同じような場面を描いたカットが載っている。 Marchand
はManneretゃJohnstoneと肩を並べて， ヒロインである LadyAvaの
いくつもの肖像画の作者の一人である。それぞれ，話者のように思われる
理由は，以上挙げた通りであるが，結局のところ，誰についても彼こそが
話者である，と完全には言い切れず， ,<je>,は最後まで宙ぶらりんのまま
残る。
B. Morrissetteは，おもに， このように作品中に話者になる可能性を持
つ人物が多数あらわれることを問題として， 「視点の多様性」それも 「単
ーではあるが，しかし変化する視点」を指摘し，さらにその論題を,<Mas-
ques et metamorphoses du narrateurジ”としている。 そうなれば， 物
語は，一挙に，それを想像する人物の，結局は独演会にすぎない奇妙な仮
26) Ibid., p. 96 
27) Bruce Morrissette, op. cit., pp. 237~241 
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面舞踊会に還元されることになる。
しかし，実のところ，まことに残念なことながら，この作品はそこまで
行き着かず，ほんの一歩手前にとどまってしまうようである。というのも，
この作品においては， <:je)>が自由自在にさまざまな作中人物になり変っ
て奔放に活動するには至らず，物語を想像している人物の多少ともゴース
トのような人物が散在するにすぎないからである。だから，やはり， この
作品は， 一つの過渡的な作品なのかもしれない。 もっとも Robbe-Grillet
の作品は，みな過渡的である。と言ってしまえばそれまでだが。
それはともかくとして，作品中には，あえていえば CamusのLachute 
にみられるような，話し手が一方的に話すのにもひとしい，対話者の片方
を欠いたような構造も存在する。赤ら顔の太った男が話相手に向い，カウ
ンターに坐って話す場面がそれである。もちろん， Camusのものとは意図
は全く違い，この場合，そうすることによって想像力の介入する余地が生
まれるのである。作品全体から見れば，何か余分な構造とも思われるが，
それに釣られて，今度は我々が室内にいる作者となり，話者となって想像
カの世界に遊び，自分なりの現実をそこに反映させながら，個人的な想像
カの世界を作り上げることにしよう。そうすることが可能であり，また必
要な作品なのであるから。かくして，話者を頂点として，片側に作者，そ
の向い側に読者を配した三角形が形成される。
結論
まえがきの中で，この作品においては，どのように希薄な程度ではあっ
ても，物語からあらゆる固定的な意味が取り去られており，物語は，常に
その場かぎりで仮定的なものにすぎなくなっている， ということを述べた。
作品の中に，なんらかの確固とした内容を読みとろうとするかぎり，これ
は確かに大変空虚な作品である。そこで GerdaZeltner2s>は，「この作品
28) Gerda Zeltner, La grande aventure du roman franrais au XX• siecle 
Les editions gonthier, 1967, p. 208 
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は，極端に洗練されたテクニックの，単なる遊びのようなものだ」といっ
た内容の言葉を述べて， この作品を非難している。しかし，我々がそこに
認めたような想像力の世界の自立化は，無闇と作品を空漠と化すことを目
的としているのではない。むしろそれは，あるいは，大変日常的で身近な
問題かもしれないのだ。たとえば，夜に書斎に籠って，明日行なわれる予
定の会議の事に思いを馳せる時を考えてみればよい。その時，会議の席上
で湧きあがるであろう架空の議題を追って，結局は自分自身に他ならない
架空の人物たちが，架空の席上で， これまた結局は自分自身から発したも
のにすぎない， さまざまな意見をもって討論を行い，気力の続くかぎり，
延々と奇妙な独演会が頭の中で続けられることだろう。 GerdaZeltnerは，
この作品において「Robbe-Grilletは再び全知全能の話者となった」29)と非
難するが，そのような想像力の世界においては誰しもそうなのだ。ただ，
彼が神と異なる所は，確定的なものをなに一つとして作り出せないことに
ある。作品の冒頭に付された二番目の緒言の中で， Robbe-Grilletが我々
に勧めている事は一体なになのか，それは「極東の寄港地」という言葉を
「想像力の世界」という言葉に置き換えてみると，自ずと明らかである。
「もし，極東の脊港地に足繁く通ったことのある読者で， ここに描かれ
た場所が現実に照応しないと思う人があれば，人生の大半をそこで自分
自身過こ‘した作者は，その人に， もう一度訪れてもっとよくこてらんにな
ることをおすすめする…」30)
しかし， この作品においては，そのような想像力の世界の自立化を支え
る奇妙なくje► の使用が， まだ完成にいたらず， 話者が二重化して，
~je► がいつまでも宙ぶらりんのままとなり，作品のあちこちにそのゴー
ストを発生させるだけにとどまり，変幻自在の分身を出現させるには至っ
ていない。従って， この変幻自在の~je►の分身については，次作Projet
29) Ibid., p. 207 
30) La maison de rendez-vous, p. 9, 拙訳。
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pour une revolution a New York31)まで論議を待たねばならない。
とはいうものの，この作品の中で試みられた複雑なくje► の使用は，
Robbe-Grilletにとって大変有効なものに違いない。内的映像を対象とした
レアリテの探究をはじめて可能にしたのは Lajalousie における <je► の
ない一人称であったが，それを使用するにあたって，代償としなければなら
なかったものは，大変な拘束である。一個人の内的映像の世界であるにもか
かわらず，文章中に決して <je► を用いてはならない。話者は姿を見せて
はならないし， もちろん喋ってもいけない。そして何よりも，物語はあく
まで描写の上に成立しなければならない。だが Lamaison de rendez-vous ． 
において，二重化して宙ぶらりんになった <je► は，語りを導入し，時間
と空間の中を一層自由に動きまわる事を可能にした。この <je►が約束す
るものは，想像力の世界における限りない自由なのである。この作品にお
いてくje► の使用の未完成が問われているのは，その自由の行使の不完全
さにほかならない。
31) Alain Robbe-Grillet, Projet pour une revolution a New York 
Les editions de minuit, 1970 
